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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水を貯蔵するための貯水槽；
　上記貯水槽の水を移送させ、供給する為の水供給手段；
　上記水供給手段の端に設置され、水から蒸気を生成する為の蒸気発生手段であって、微
細粒子形態の水を噴射する高圧スプレーを有する蒸気発生手段；
　上記高圧スプレーの噴射方向に設置され、当該高圧スプレーにより噴射される霧状態の
水を加熱して加熱蒸気を生成する第１ヒーター；
　上記第１ヒーターの加熱によって生成される加熱蒸気を空気と混合わせて、熱風を生成
する為の外部空気吸込口を備え、上記熱風を外部に吐き出す為の吐出口を具備した熱風移
送ダクト；
　上記熱風移送ダクトに設置され、熱風を強行吐出する為の送風機；
　上記送風機の下流に設けられ、上記加熱蒸気と空気との混合物を加熱する第２ヒーター
；
　上記水供給手段に設置され流量を調節する為の水供給調節手段；
　上記熱風移送ダクトに設置され熱風の温度を検出する為の温度感知センサー；
　上記温度感知センサー、上記第１ヒーター、上記第２ヒーター、上記高圧スプレー、ま
たは、上記送風機、を制御する為の制御部；
を具備したことを特徴とする加熱蒸気を利用した熱風発生装置。
【請求項２】
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　水を貯蔵するための貯水槽；
　上記貯水槽の水を移送させ、供給する為の水供給手段；
　上記水供給手段の端に設置され、水から蒸気を生成する為の蒸気発生手段であって、微
細粒子形態の水を噴射する高圧スプレーを有する蒸気発生手段；
　上記高圧スプレーの噴射方向に設置され、当該高圧スプレーにより噴射される霧状態の
水を加熱して加熱蒸気を生成するヒーター；
　上記ヒーターの加熱によって生成される加熱蒸気を空気と混合わせて、熱風を生成する
為の外部空気吸込口を備え、上記熱風を外部に吐き出す為の吐出口を具備した熱風移送ダ
クト；
　上記熱風移送ダクトに設置され、熱風を強行吐出する為の送風機；
　上記送風機の上流に設けられ、上記加熱蒸気に混合される空気を加熱する空気用ヒータ
ー；
　上記水供給手段に設置され流量を調節する為の水供給調節手段；
　上記熱風移送ダクトに設置され熱風の温度を検出する為の温度感知センサー；
　上記温度感知センサー、上記ヒーター、上記空気用ヒーター、上記高圧スプレー、また
は、上記送風機、を制御する為の制御部；
を具備したことを特徴とする加熱蒸気を利用した熱風発生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蒸気を過熱することにより生成される加熱蒸気を利用した温風器、並びに乾
燥機に関するものである。
【技術背景】
【０００２】
　一般的に、温風器や乾燥機は、ヒーターなどの加熱手段を通して空気を加熱し高温化さ
せた後、その熱風を利用して室内温度を高くしたり、又は対象物を乾燥させている。
【０００３】
　しかし、このような熱風を利用した温風器は、温度を高くしようとする場所の一隅の温
度を高くするのに時間が多くかかることにより暖房の効率が下がるという短所があり、ま
た熱風を利用した乾燥機は、熱風が対象物に均等に加えられない為に局部的な乾燥に終わ
り対象物全般に懸けての乾燥効率は下がるという短所がある。
【０００４】
　このような結果が生じる理由は、熱風、即ち加熱した空気を利用して暖房、又は乾燥を
している為であり、これに対する代替方案が要求されてきた。
【０００５】
　これに応じて最近、加熱蒸気を熱源として利用する事に対する関心が高まっているが、
加熱蒸気は一般的に飽和蒸気を飽和圧力より更に加熱し飽和温度以上に加熱した熱量が高
い蒸気を意味する。
【０００６】
　従来、加熱蒸気発生器はボイラー等から供給される飽和蒸気を加熱し、短い時間に大容
量の加熱蒸気を生成し、この発生器によって生成される加熱蒸気は飽和蒸気より高温、微
粒子であるため、飲食物、調理器具又は乾燥器具の熱源などとして使われている。
【０００７】
　加熱蒸気を利用した調理器具は飲食物を均一に加熱する特徴があり、飲食物が局部的に
焦げないようにするのは勿論のこと、加熱蒸気の温度、並びに供給量調節が容易で調理特
性を簡単に調節することが出来るだけでなく蒸気による酸化現象も生じることなく味も変
わらないという長所がある。
【０００８】
　ところが、従来の加熱蒸気発生器は、加熱蒸気を発生させて処理するのに要求される通
過断面積を確保するためにスクリュー状態の電熱管（fin heater)を含めた複雑な構成部
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品を内蔵する構造であるために各種費用が増大され、これによる維持、並びに補修による
費用が増大されるという問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は前述した問題点を解決するために案出されたものとして、加熱蒸気を利用する
ことにより暖房効率、並びに乾燥効率が秀でるようにする加熱蒸気を利用した温風器、並
びに乾燥機を提供することに目的がある。
【００１０】
　本発明の他の目的は、構造が簡単で製造、並びに維持補修の費用が減少される加熱蒸気
を利用した温風器、並びに乾燥機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、上段に吐出口が形成されたハウジングと、前記ハウジングの内部に装着され
、水供給手段から供給される水に超音波を加えることが出来るように超音波振動子を有す
る蒸気発生手段と、下段が前記蒸気発生手段の上方に位置し、上段が前記吐出口と連結さ
れるように設置されたダクトと、前記蒸気発生手段により生成される蒸気を前記ダクトに
移動させる第１ファンと、前記ダクトに装着され、前記ダクトを通過する蒸気を加熱させ
ることにより、加熱蒸気が生成されるようにする第１ヒーターと、前記加熱蒸気を外部に
流出させる空気と混合し前記ハウジングの吐出口から吐出されるようにする第２ファンと
、を備えた加熱蒸気を利用した温風器である。
【００１２】
　このような構成により、暖房効率に優れ、構造が簡単で製造並びに維持補修の費用が減
少される、加熱蒸気を利用した温風器を達成することができる。
【００１３】
　また、前記ハウジングの吐出口に隣接するように前記ダクトに装着された第２ヒーター
を更に備えることが好ましい。
【００１４】
　また、前記ダクト上に装着された温度センサーを更に備えることが好ましい。
【００１５】
　また、前記水供給手段の下方に設けられ、前記水供給手段から前記蒸気発生手段に供給
される水の量を調節する水供給調節手段を更に備えることが好ましい。
【００１６】
　あるいは、本発明は、上面に吐出口が形成されたハウジングと、前記ハウジングの内部
に位置する第２ファンと、前記第２ファンの上部に設けられ、上段は前記ハウジングの吐
出口に連結され、前記第２ファンにより流入されて移動する空気を加熱するための空気用
ヒーターが装着された第２ダクトと、前記ハウジングの内部に位置し、水供給手段から供
給される水に超音波を加えることが出来るように超音波振動子を有する蒸気発生手段と、
前記蒸気発生手段の一側に設けられ、前記蒸気発生手段により生成される蒸気を当該蒸気
発生手段の他側に移動するように促す第１ファンと、一端は前記蒸気発生手段の他側に設
けられ、他端は前記第２ダクトの上段一側を貫通し、前記第１ファンにより移動される蒸
気が過熱され加熱蒸気が生成されるように第１ヒーターが装着された第１ダクトと、を備
え、前記第１ダクトを通った加熱蒸気と前記第２ダクトを通った空気が混合し前記ハウジ
ングの吐出口から吐出されることを特徴とした加熱蒸気を利用した温風器である。
【００１７】
　このような構成により、暖房効率に優れ、構造が簡単で製造並びに維持補修の費用が減
少される、加熱蒸気を利用した温風器を達成することができる。
【００１８】
　前記各温風器は、乾燥器として利用することもできる。
【００１９】
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　また、本発明は、供給された水に超音波振動を加え蒸気を生成する蒸気生成部と、前記
蒸気生成部で生成され移動する蒸気に熱を加えることにより加熱蒸気が生成されるように
する加熱蒸気生成部と、前記加熱蒸気生成部で生成される加熱蒸気を外部に吐出すること
が出来るように設けられた吐出部と、を備えたことを特徴とする加熱蒸気を利用した乾燥
システムである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明による加熱蒸気を利用した温風器、並びに乾燥機に因れば、加熱蒸気を利用する
ことにより暖房効率、並びに乾燥効率が優れているという効果がある。
【００２１】
　又、加熱蒸気を乾燥媒体として使用するために被乾燥物の品質が向上され環境汚染物質
も排出されず、特に農水産物の乾燥時に自然状態で乾燥したのと同じ様に褐変現象が少な
いという効果がある。
【００２２】
　また、一般の熱風乾燥方式に比べて乾燥速度が速く時間を短縮することが出来る効果が
ある。
【００２３】
　更に熱蒸気を利用した暖房を行うと持続的に水分が供給され大量の遠赤外線ヒーターに
よる各種バクテリア、カビなどの増殖が抑制され人体や植物の細胞組織が活性化されると
いう効果もある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の一実施例による加熱蒸気を利用した温風器の内部を示した断面
図。
【図２】図２は、図１に図示された加熱蒸気を利用した温風器の一側面の図。
【図３】図３は、本発明の他の実施例による加熱蒸気を利用した温風器の内部を示した断
面図。
【図４】図４は、図３に図示された加熱蒸気を利用した温風器の一要部の平面を示した図
。
【図５】図５は、本発明による加熱蒸気を利用した乾燥システムの概略図である。
【発明を実施するための具体的な内容】
【００２５】
　以下では、本発明の望ましい実施例に関して添付図面を参照し詳しく説明することにす
る。
【００２６】
　只し以下で説明する実施例は、本発明が属する技術分野で通常の知識を持ったものが発
明を簡単に実施することが出来る程度に詳しく説明したものに過ぎず、これにより本発明
の保護範囲が限定されることを意味するものではない。そして本発明の様々な実施例を説
明するのにおいて同一の技術的特徴を備える構成要素に対しては同一な図面符号を付する
こととする。
【００２７】
　図１並びに図２を参照し、本発明の一実施例による加熱蒸気を利用した温風器に関して
説明する。加熱蒸気を利用した乾燥機は、図１並びに図２に図示された加熱蒸気を利用し
た温風器とその構成が実質的に同一である。以下の説明は、加熱蒸気を利用した乾燥機に
対しても当然に適用される。
【００２８】
　図１並びに図２に図示したように、本実施例による加熱蒸気を利用した乾燥機は、ハウ
ジング（１０）、水タンク（２０）、蒸気発生手段（３０）、ダクト（４０）、第１ファ
ン（５０）、第１ヒーター（６０）、第二ファン（７０）、第２ヒーター（８０）、温度
センサー（９０）、水供給調節手段（２２）を含む。
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【００２９】
　ハウジング（１０）は、水タンク（２０）などの構成が内蔵されるように中空である。
【００３０】
　ハウジング（１０）の上段一側には吐出口（図面符号に表示されない）が形成されるが
、吐出口は後述するように混合された加熱蒸気、並びに空気が外部に吐出されるように形
成されている。
【００３１】
　水タンク（２０）は、ハウジング（１０）の内部一側に装着され、水タンク（２０）に
貯蔵された水は蒸気発生手段（３０）に供給されるようになっている。この場合、蒸気発
生手段（３０）に供給される水の量が調節されるように水タンク（２０）の下方には水供
給調節手段（２２）が設けられている。水供給調節手段（２２）は、水供給用ピン（２２
ａ）とコック（cock)（２２ｂ）とによって構成されている。
【００３２】
　蒸気発生手段（３０）は、ハウジング（１０）の内部の他側に装着され、水タンク（２
０）から供給を受けた水に超音波を加え蒸気を発生させる役割をするものである。このよ
うな蒸気発生手段（３０）は、水に超音波を加えるための超音波振動子（３２）を有して
おり、超音波振動子（３２）の振動により蒸気が発生するようになっている。
【００３３】
　一方、図示されていないが、蒸気発生手段（３０）において、超音波振動子（３２）の
代わりに高圧で微細粒子形態の水を噴射する高圧スプレーが適応されることもある。
【００３４】
　ダクト（４０）は、下段が蒸気発生手段（30）の上方に位置し上段がハウジング（１０
）の吐出口と連結される様にハウジング（１０）内部に設置されている。これにより、蒸
気発生手段（３０）により生成される蒸気は、ダクト（４０）を通して上方に移動するよ
うになっている。ダクト（４０）はステンレス材質で構成されており、汚染が防止される
という利点がある。
【００３５】
　第１ファン（５０）は、蒸気発生手段（３０）により生成された蒸気がダクト（４０）
内を円滑に移動することを補助するような役割を担うものとして、蒸気発生手段（３０）
の上方の一側に位置するようハウジング（１０）に内蔵されている。
【００３６】
　第１ヒーター（６０）は、ダクト（４０）に装着されているが、蒸気発生手段（３０）
により生成された蒸気がダクト（４０）を通過する過程で加熱されるようにする役割を担
っている。この場合、第１ヒーター（６０）により蒸気の温度が１００～６００℃程度に
なるように加熱するのが望ましく、これにより加熱蒸気が生成される。第１ヒーター（６
０）は遠赤外線ヒーターで構成されることが望ましい。遠赤外線は、バクテリア、カビな
どの増殖を抑制し、人体や植物の細胞組織を活性化する効能がある。
【００３７】
　第２ファン（７０）は、ダクト（４０）の上側に装着されているが、第１ヒーター（６
０）により生成される加熱蒸気が空気と混合されてハウジング（１０）の吐出口に吐出さ
れるようにする役割を担っている。この場合、ダクト（４０）には、第１ヒーター（６０
）が装着された部分の外側に別途の空気吸入口（４２）が設けられている。第１ファン（
５０）により蒸気は第１ヒーター（６０）が装着された部分を通過するが、第２ファン（
７０）は第１ヒーター（６０）を通過する蒸気を上方に移動させるだけでなく空気吸入器
（４２）を通して外部から空気を流入させ、第１ヒーター（６０）を通過した加熱蒸気と
空気とを混合してダクト（４０）の上側に送る。これにより、ハウジング（１０）の吐出
口から、混合された加熱蒸気並びに空気が吐出される。加熱蒸気を外部流入空気と混合さ
せる理由は、ハウジング（１０）から吐出された後、拡散効率が高くなるようにするため
である。
【００３８】
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　前述したように、本発明の一実施例による加熱蒸気を利用した温風器は、第２ヒーター
（８０）、温度センサー（９０）、水供給調節手段（２２）を更に含むことが出来る。
【００３９】
　第２ヒーター（８０）は、混合された加熱蒸気並びに空気が第２ファン（７０）により
送出されるハウジング（１０）の吐出口に隣接するようにダクト（４０）に装着されてい
る。ダクト（４０）に装着された第１ヒーター（６０）により加熱蒸気が生成されるが、
当該加熱蒸気が空気と混合される場合、その温度が低くなるために、外部に吐出される前
に必要な温度に調節するために再び加熱することが出来る第２ヒーター（８０）が設けら
れることが望ましいのである。
【００４０】
　この場合、ダクト（４０）上には、混合された加熱蒸気並びに空気の温度を測定するた
めの温度センサー（９０）が装着されることが望ましい。温度センサー（９０）は、コン
トローラー（c)に温度情報を送信し、コントローラー（c）は当該温度情報に基づいて第
２ヒーター（８０）の作動を制御することが望ましい。
【００４１】
　図面符号９２は、過熱防止センサーを示すものである。過熱防止センサー（９２）は、
ハウジング（１０）の吐出口で吐出される混合された加熱蒸気並びに空気の温度を感知し
、コントローラー（ｃ）に送信する。度を過ぎた加熱による火災が生じないように、コン
トローラー（ｃ）は、第２ヒーター（８０）を停止または作動させる制御を担っている。
　以上のような本発明の一実施例による加熱蒸気を利用した温風器の作動過程を説明すれ
ば、次のようになる。
【００４２】
　まず水タンク（２０）から水が供給されると、蒸気発生手段（３０）の超音波振動子（
３２）により超音波が加えられ蒸気が発生し、第１ファン（５０）により当該蒸気は上方
のダクト（４０）に移動する。そして当該蒸気がダクト（４０）を通過する過程で第１ヒ
ーター（６０）により加熱されて加熱蒸気が生成され、この加熱蒸気は外部から流入され
る空気と混合される。そして混合された加熱蒸気並びに空気は、第２ファン（７０）によ
りダクト（４０）の上側に移動した後、ハウジング（１０）の吐出口を通じて外部に吐出
される。この場合、温度センサー（９０）が感知した混合された加熱蒸気並びに空気の温
度が低い場合には、ハウジング（１０）の吐出口から吐出される前に、第２ヒーター（８
０）で２次的な加熱がなされて、必要な温度に調整される。
【００４３】
　ハウジング（１０）の吐出口で吐出される加熱蒸気は、飽和蒸気に比べ高温でありなが
らも微粒子であるために、温風器として適用する場合、拡散性が優れ暖房効率が秀でてい
る。乾燥機として適用する場合は、対象物に満遍なく行き渡るため、対象物全般にかけて
乾燥効率が秀でるようになる。
【００４４】
　図３は、本発明の他の実施例による加熱蒸気を利用した温風器の内部を示した図であり
、図４は、図３に図示した加熱蒸気を利用した温風器の一要部、即ち第１ダクトの内部、
を示した平面図である。
【００４５】
　図３並びに図４に図示したように、本実施例による加熱蒸気を利用した温風器は、ハウ
ジング（１０）、第１ファン（５０）、第１ダクト（４１）、蒸気発生手段（３０）、第
２ファン（７０）、第２ダクト（４２）を含む。
【００４６】
　ハウジング（１０）は中空に構成され、上面に吐出口（図面符号に表示されない）を有
している。吐出口は後述するように加熱蒸気並びに空気が外部に吐出されるように形成さ
れている。
【００４７】
　第２ファン（７０）は、ハウジング（１０）の内部下側に位置するように設置されてい
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るが、その上部に結合される第２ダクト（４２）に空気を流入させるためのものである。
【００４８】
　第２ダクト（４２）は第２ファン（７０）の上部に結合され、その上段はハウジング（
１０）の吐出口に連結されている。そして第２ダクト（４２）には第２ファン（７０）に
より流入し移動する空気を加熱させるための第１ヒーター（８５）が装着されている。こ
こでは、第１ヒーター（８５）は、図４に示すように、第２ダクト（４２）に貫通固定さ
れている。したがって第２ファン（７０）により第２ダクト（４２）に流入される空気は
、空気用ヒーター（８５）により加熱された後、第２ダクト（４２）の上側に移動してハ
ウジング（１００）の吐出口に向かうようになっている。
【００４９】
　蒸気発生手段（３０）は、ハウジング（１０）の内部上側に位置するように設置されて
いるが、第２ダクト（４２）と離隔した所に位置し、蒸気発生手段（３０）と第２ダクト
（４２）とは後述する第１ダクト（４１）により連結されている。そして蒸気発生手段（
３０）は、水供給手段（図示されない）から水を供給されるが、供給を受けた水に超音波
を加え蒸気を生成することが出来るように超音波振動子（３２）を有している。水供給手
段は、ハウジング（１０）の外部に設けられるか、又は、ハウジング（１０）の内部に設
けられる。ハウジング（１０）の外部に設けられる場合は、蒸気発生手段（３０）と管で
連結される。
【００５０】
　第１ファン（５０）は、蒸気発生手段（３０）の上方の一側に配置されていて、蒸気発
生手段（３０）により生成される蒸気を移動させる役割を担っている。
【００５１】
　第１ファン（５０）は、蒸気を第１ダクト（４１）内に移動させるようになっている。
【００５２】
　第１ダクト（４１）の一端は、蒸気発生手段（３０）の他側に結合されている。一方、
第１ダクト（４１）の他端は、第２ダクト（４２）の上段一側を貫通した後で上方に曲が
り、ハウジング（１０）の吐出口の下方に位置している。
【００５３】
　そして、第１ダクト（４１）には第１ヒーター（６０）が装着されているが、第１ヒー
ター（６０）は、蒸気発生手段（３０）により生成された蒸気が第１ファン（５０）によ
り第１ダクト（４１）を通過するとき加熱されて、加熱蒸気が生成されるようにする役割
を担っている。
【００５４】
　結局、ハウジング（１０）の吐出口から吐出されるものは、加熱蒸気と加熱空気が混ざ
ったものである。即ち、第２ダクト（４２）からハウジング（１０）の吐出口に向かって
加熱された空気が移動し、加えて、第１ダクト（４１）からハウジング（１０）の吐出口
に向かって加熱蒸気が移動して、両者はハウジング（１０）の吐出口の下方で混合された
後に吐出されるのである。加熱蒸気に空気を混合させる理由は、前述した通り、拡散効率
が高くなるようにするためであり、第２ダクト（４２）で空気用ヒーター（８５）に空気
を加熱させる理由は、熱量を補充するためである。
【００５５】
　以上のような本発明の他の実施例による加熱蒸気を利用した温風器の作動過程を説明す
れば、次のようになる。
【００５６】
　先ず、蒸気発生手段（３０）において、供給される水に超音波が加えられて蒸気が生成
される。そして第１ファン（５０）が作動され、蒸気が第１ダクト（４１）に移動し、こ
のとき第１ヒーター（６０）により加熱され、加熱蒸気が生成される。加熱蒸気は第１ダ
クト（４１）に沿ってハウジング（１０）の吐出口に向かって移動する。
【００５７】
　一方、第２ファン（７０）により第２ダクト（４２）に流入される空気は、空気用ヒー
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【００５８】
　そして、ハウジング（１０）の吐出口の下方で、第１ダクト（４１）を通った加熱蒸気
と第２ダクト（４２）を通った加熱蒸気が混合され、吐出口から吐出される。
【００５９】
　次に、以下では、図５を参照し、本発明による加熱蒸気を利用した乾燥システムに関し
て説明する。
【００６０】
　図５に図示したように、加熱蒸気を利用した乾燥システムは、蒸気生成部、加熱蒸気生
成部、吐出部、水供給部、送風部を含む。
【００６１】
　水供給部から蒸気生成部に水が供給されると、蒸気生成部では供給された水に超音波振
動を加え蒸気を生成する。生成された蒸気は加熱蒸気生成部側に移動するが、この場合、
送風部がファンによって蒸気の移動が円滑になされるように補助する。加熱蒸気生成部は
蒸気生成部で生成され移動する蒸気に熱を加え加熱蒸気が生成されるようにする役割をな
し、例えばヒーターなどの加熱手段で熱を加えるが、約２００～６００℃程度に加熱され
るようにし、これにより加熱蒸気が生成される。このように生成された加熱蒸気は吐出部
を通して外部に吐出され、吐出された加熱蒸気は該当場所の暖房、並びに乾燥に利用され
る。必要によって、吐出部を通じて加熱蒸気が吐出される前に、２次加熱がなされるよう
にすることもできる。
【００６２】
　なお、以上の説明において、各ヒーターは、例えば遠赤外線加熱ヒーターによって構成
され得る。その場合、各ダクトの内部は、遠赤外線塗料でコーティングされていることが
好ましい。
【符号の説明】
【００６３】
１０　ハウジング
２０　水タンク
２２　水供給調節手段
３０　蒸気発生手段
３２　超音波振動子
４０　ダクト
４１　第１ダクト
４２　第２ダクト
５０　第１ファン
６０　第１ヒーター
７０　第２ファン
８０　第２ヒーター
８５　空気用ヒーター
９０　温度センサー
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